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II に
た
て
仰
ぎ
に
し
て
、
東
京
郁

砂
あ
て
に
送
付

」
一

歌
列
を
罪
集
し
て
い
ま
す
。

二
、
応
募
方
法

二
、
締
切
り
期
日

で
川
治
百
年
旭
念
「
畑
蝋
」
の

二
節
以
上
、
未
発
戎
の
も
の
。

｜
、
応
募
作
品

１
１
．
‐
’
’
１
１
．
‐
‐
‐
‐
‐
‐
凧
‐
‐
●
一
一
一
一
一
一
一
マ

。
●
●
．
．
．
●
肘
脇
叱
今
．
§
・
・
●
．
。
●
，
，
．
●
叶
叩
部
慨
今
谷
．
．
・
・
・
．
．
．
●
§

糀
酎
犯
卦
菱
通
安
全
擢
語

明
治
百
年
記
念
〆
、
ふ
厨
蕊
，
〆

災
郵
便
い
ば
内
内
淵
人
瞳
官

一

Ｂ
四
判
四
百
宇
描
原
稲
用
紙

お
お
む
ね
一
節
六
行
以
内
、

◎
歩
く
封
に
乗
る
身
に

・
な
っ
て
お
も
い
や
、

。
飲
む
な
、
眠
る
な

無
理
す
る
な

。
う
ち
の
子
に
限
っ
て
と

「
頌
歌
」
の
歌
詞
募
集

総
理
府
で
は
、
つ
ぎ
の
喫
鰄

○
防
犯
は
汗
、
夏
、
秋
、
冬

絶
え
ま
な
く

発
行
所
行
鉢
秘
町
役
場

細
雌
佗
画
篭

ー・’L－

思
う
心
に
ス
キ
か
あ
る

十
月
三
十
一
眉

’
P

士
畦
“
“
岬
幹
一
や
峠
叶
仙
刈
杣
一
雌
雌
睦
粋
耗
聖
函
帳
峅
酷
抽
麩

塞鴎妻 熱漉謹塵謹議蕊
一■■一｡●ー

昭和20年8月1日法椴第114号「引掛者等に対1-る時別交
付金J)吏紬に閏する法徹』が公ｲ|施行になりましたか、その
概要は次刀上おりですからお側らせしますc

I支給対象者｜

I船和20年8月15日（､ﾉ連参戦地域は8月9日）までに引
統き1年以上外地に生活の本拠をfjし、終戦によ､囮内地に
引揚げした者（満州|}ﾖ拓民ば1年未満でもよい）

○
昨
年
九
月
の
事
業
申
請
、
そ
れ
に
対
す
る
異
議
の
申
○

○
し
立
て
な
ど
で
紛
糾
を
統
け
て
い
る
小
田
川
土
地
改
○

○
良
小
業
に
つ
い
て
腱
林
街
で
は
去
る
八
月
十
九
日
異
○

○
縦
の
申
し
立
て
を
莱
却
す
る
大
臣
決
定
を
下
し
、
邪
○

○
業
蒲
工
に
必
要
な
雌
終
的
手
統
き
を
完
了
し
ま
し
た
。
○

着
工
の
手
続
き
を
終
わ
る

:2.l16和20ff8月1日（ソ連参戦地域は8月9日）までに1
＃年以上外地に生活の根拠壷有し、昭和20年8月151ヨ（､ﾉ連
醇：参戦地域ば8月9日）以後昭和42年7月31日麦でに死亡し
ミ。た引楊者の遺族。
ミ：..．．一一

『I 支給額1
ミ

；1．引揚者

§終戦日における年齢支稀頓

f5雌以上(蝉開運月15三以飼に)'6万円
し35盤號衆満('鰡撰鯉蕊騨43")'0万周
:25箪號未満(囎↑灌覗獣澪9年）§万円
;亀20椛以|二

←25歳未満(研,塘蝿製府灌'4年）ヨ万円
§1歳以上

～25歳未満(燗撰早醍難鯉19年〉1万門：

セ終戦日まで8年以上外地に生活Z)本拠を有していだ者には
ミ1万円を加曄する。
；2．遺族

；終 戦日における 死 亡 者 刀 年 齢 支 給畷
》50歳以上1111万2千 円
.§35旗以上～50歳未満7万円
；25城以上～35描未満3万5千i11
#20歳以上～25,筏未満2万円
r.1歳以上～20猫未満｜万4千旧宅

・ざ8年以上外地に居住した者にば7-F円を加算する今なお漣
：遺族の請求順位は死亡巷の配偶者、子、父母、係，)噸とする

．：支給方法i

鷺10年以内仙遠の記名国憤とする。

：．必要書類

：1．請求者上家族か同時に請求する場合は戸篤わ謄本。
ミ2．請求者か個々の場合は戸曙の抄本。

:、3．請求者か迩族力場合、死亡者二諭求者との続柄か証明で
；きるもの。
←4．在外'l¥実を証明できる物件（手紙、役所からの適短等）
j5.物件刀ない場合は証明できる人(2人）の証明雷。
0｡-､｡？.巳.｡■､Ddp､｡｡-,-ゅ･▽.グ｡､ﾛ･･旬つむ｡･･ﾛｳ合もDoG･oqog･勺やﾛー ・・●－－●や｡｡｡｡F､●字｡-･ロローセ6．､一･･h.p凸も■｡．Q子ロー‘●･･･や．ー "~---割,勺q,堂
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【小田川ダム建設予定地】

年
来
の
懸
案
で
あ
り
、
こ
の
地

域
股
業
発
股
の
う
え
で
、
唯
一

蚊
尚
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い

の
亜
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

州
出
以
来
、
ほ
と
ん
筵
そ
の

ま
ま
の
状
態
に
放
樅
さ
れ
て
い

る
水
田
に
開
発
の
手
を
加
え
、

生
産
性
の
飛
躍
的
発
展
を
計
ろ

う
と
い
う
こ
の
螺
業
は
、
具
体

的
に
ば
、

①
用
水
を
確
保
す
る
。

②
腫
画
を
ま
っ
す
ぐ
大
き
く
す

↓
旬
Ｏ

③
排
水
を
よ
く
し
、
乾
田
化
す

る
。

④
農
道
牟
一
完
哺
す
る
ｃ

⑤
水
田
を
一
か
所
に
ま
と
め
る

こ
と
を
Ｈ
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
《
こ
の
う
ち
、
用
水

を
確
傑
す
る
堺
業
を
国
営
で
実

施
し
て
ほ
し
い
、
と
昨
年
の
九

月
に
、
事
業
の
申
講
人
、
推
進

葬
員
等
が
中
心
と
な
三
一
関
係

受
益
者
か
ら
三
分
、
竺
画
土
伽

同
怠
を
得
て
展
林
街
に
対
し
て

◆心’

｜

’ 股
民
の
要
鼈
や
摘
み
を
聞
き

合
わ
せ
て
当
面
す
る
股
業
上
の

間
迦
点
を
さ
ぐ
り
、
今
後
の
県

政
に
Ⅸ
映
さ
せ
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、
県
淡
会
農
林
禽
任

委
員
会
で
は
九
月
七
園
、
弘
前

相
珂
銀
行
金
木
責
店
ホ
ー
ル
で

当
町
農
民
代
表
と
懇
談
会
を
開

き
ま
し
た
ｃ

懇
淡
会
に
は
佗
田
一
委
国
長

ほ
か
、
鱒
地
利
一
郎
、
千
鱈
民

蔵
、
津
川
武
一
、
成
田
幸
男
、

川
村
武
濟
雄
、
伊
藤
藤
吉
山
各

議
員
、
県
側
か
ら
奥
山
農
林
部

一
一
一
ｍ
ｍ
■
さ
■
一
一
色
■
宇
毎
『
一
寺
一
宇
■
、
■
二
一
Ｇ
口
も
ニ
ー
ワ
■
弓
も
一
一
凸
■
』
』
ｐ
Ｐ
－
『
も
Ｐ
一
二

申
請
曲
を
提
出
し
ま
し
た
。

股
林
宥
で
は
、
適
当
の
決

定
、
邪
業
の
公
告
な
ど
一
連
の

手
統
き
を
進
め
た
わ
け
で
す

か
、
こ
の
段
断
で
、
一
部
関
係

者
か
ら
、

①
こ
の
蛎
業
計
画
は
地
域
の
実

補
に
合
わ
な
い
。

②
負
担
金
が
高
過
ぎ
る
。

＠
申
講
呼
作
成
に
問
題
が
あ
り

同
意
者
数
は
法
定
数
に
達
し
な

い
等
の
理
由
で
、
異
議
の
申
し

立
て
が
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
ｃ

土
地
改
良
法
で
は
、
異
議
の

申
し
立
て
に
つ
い
て
決
定
か
下

さ
れ
な
い
う
ち
は
邪
業
に
蓉
手

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
股
林
街
で
は
異
議

の
申
し
立
て
に
つ
い
て
悦
亜
に

農
民
代
表
と
懇
談
会

県
議
会
農
林
常
任
委
員

ｎ
画
■
■
■
■
Ｐ
●
。
□
■
■
■
■
巳
・
・
画
・
■
■
■
■
■
・
・
年
・
■
■
■
■
■
一
申
■
■
■
■
■
■
■
甲
・
・
・
■
■
■
■
口

次
長
ほ
か
各
課
長
ら
二
十
人
か

出
席
、
地
元
か
ら
は
沢
田
政

孝
、
塑
坂
繁
孝
、
中
谷
朧
、
其

田
舜
成
、
占
田
長
一
郎
、
古
川
一

イ
ッ
、
外
崎
ミ
ネ
、
中
谷
キ
、
不

西
村
晃
一
、
工
藤
悦
子
、
木
村

勝
四
郎
の
十
一
氏
が
出
席
し
ま

し
た
。

地
元
か
ら
坐
さ
れ
た
愈
見
の

主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。

①
主
婦
の
栗
会
の
場
所
か
な
鞆

の
で
困
三
‐
』
い
る
。

②
せ
っ
か
く
野
菜
を
作
っ
て
も

苧
一
勺
垂
』
凸
ダ
ウ
司
ら
』
寺
一
年
■
一
口
一
夕
国
今
も
字
一
口
凸
己
ら
一
口
凸
令
一
一
二
今
《
凸
■
守
Ｐ
一
』
口
ロ
ロ

調
蚕
叫
検
副
詞
抑
季
刺
剥
果
、

①
こ
の
事
業
計
画
は
地
域
の
社

会
的
・
自
然
的
条
件
を
く
わ
し

く
洲
盃
し
て
作
成
し
た
も
の
で

地
域
の
突
怖
、
股
民
の
要
望
に

合
致
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
股
民
負
担
は
生
産
の
期
加
呼

の
事
業
効
果
で
負
担
で
き
る
。

①
同
意
者
数
は
、
あ
ら
ゆ
る
点

か
ら
考
え
て
、
三
分
の
二
を
割

る
こ
と
ば
な
い
、
と
の
結
論
に

達
し
た
の
で
、
棄
却
の
決
定
を

下
し
た
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
邪
業
に
滴

手
す
る
法
律
的
要
件
は
す
べ
て

具
附
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

今
年
は
す
で
に
五
千
万
円
の

予
算
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
年

内
に
珊
務
所
と
従
業
口
椚
舎
の

雄
投
を
婆
わ
り
、
ダ
ム
の
建
没

極
壁
塞
蠣
細
郷
葬
泳
嘩
畔
癖
諮
一

て
い
ま
す
。

必
要
な
受
入
れ
体
制

の
確
立

糾
業
の
進
行
に
伴
い
、
地
元

受
入
れ
体
制
の
確
正
が
必
要
に

な
る
わ
け
で
す
が
、
当
面
、
段

も
問
題
と
な
る
の
は
土
地
改
良

区
の
統
一
編
成
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
反
対
の
助
き
な
ど
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
が
、
町
当
吋
を

は
じ
め
、
砺
業
の
推
進
に
当
た

っ
て
い
る
側
で
は
、
過
去
の
ゆ

き
が
か
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全

関
係
受
益
者
に
呼
び
か
け
、
民

主
的
な
受
入
れ
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

の
■
■
■
日
■
・
・
・
・
■
■
■
■
ｐ
甲
の
。
ａ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
－
？
■
。
■
■
■
■
■
一
・
一
・
■
■
■
■
■
・
■
・
の
頂
凸
■
■
■
■
。
↑
●
■
■
■
■
■
■
一
・
●
●
、
凶
■
■
■
凸
一
年
・
ｐ
ｈ
■
■
■
凸
・
・
一
同
■
■
ワ
Ｌ

販
允
の
面
で
苫
必
す
る
の
で
、
①
土
地
雌
碓
樅
附
は
股
粟
近
代

公
営
市
場
な
ど
開
設
で
き
な
い
化
の
必
弧
条
件
だ
が
、
ト
ラ
フ

も
の
か
。
八
が
伴
う
の
で
、
当
肋
の
強
力

①
家
畜
の
防
疫
体
制
の
曜
正
と
唾
指
噂
俸
制
が
ほ
し
い
。

豚
コ
レ
ラ
ワ
ク
チ
ン
の
一
部
ぞ
、
艇
政
垂
進
め
る
上
で
、
課
と

公
費
で
負
担
し
て
ほ
し
い
。
課
〃
連
絡
か
う
家
く
と
れ
て
い

④
放
腫
さ
れ
て
い
る
原
野
を
活
な
い
助
合
か
あ
る
。
県
の
機
椛

川
す
る
方
法
を
脅
え
て
ほ
し
い
を
改
沸
す
る
必
要
か
あ
る
。

｜
》
！
昭
和
躯
年
版
一
‐
青
森
県
民
手

一
一

！
・
：
ｉ
：
量
ｌ
：
・
・
ｌ
§
：
１
．
予
約
募

一
日
記
を
主
体
と
し
た
県
勢
の
豆
辞
典
。
各
諦

一
郵
錘
唾
嘩
聰
幟
嘩
坤
五
四
春
吋
琴
ひ
お
備
与

一
価
絡
一
部
二
○
円

Ｉ
・

一

》
！
昭
和
偲
年
版
一
‐
青
森
県
民
手
帳
」
：
‐
一

！
・
：
ｌ
：
言
ｌ
菖
：
Ｉ
・
冒
１
．
予
約
募
集
。
Ｌ

日
記
を
主
体
と
し
た
県
勢
の
豆
離
典
〈
》
各
緬
統
誹
資
料

が
塑
溌
に
掲
縦
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
日
墹
使
覚
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
揃
え
下
さ
‐
も

価
格
一
部
一
一
○
門

事
業
所
と
職
員
寮
の

建
設
に
と
り
か
か
る

本
絡
的
工
珊
を
川
川
に
控
え

來
北
股
政
Ｍ
小
川
川
股
業
水
利

那
業
所
で
は
庁
介
と
職
口
淡
の

姐
投
噂
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

庁
舎
の
建
設
瑚
所
は
、
潅
松

町
の
旧
り
ん
ご
試
験
場
跡
で
、

こ
れ
に
、
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
り

平
屋
建
て
五
百
六
十
平
方
メ
ー

ト
ル
（
百
七
十
坪
）
の
庁
舎
を
盤

役
す
る
も
の
で
、
工
螂
は
す
で

に
多
川
組
の
手
で
進
め
ら
れ
、

年
内
に
光
成
の
予
定
で
す
。

一
方
、
職
凸
姦
は
棚
日
町
繭

二
保
台
所
西
方
の
民
有
地
に
皿

設
中
で
、
規
棋
ば
木
造
モ
ル
タ

ル
溌
平
隠
雌
て
何
五
十
平
力
メ

ー
ト
ル
（
四
十
五
坪
）
で
、
こ

れ
も
年
内
に
完
成
し
ま
す
。

場】〔窪談会 会

生
ま
れ
た
人

☆
北
沢
良
子

（
油
－
２
女
）
金
木

☆
加
侃
谷
尚
・

（
正
三
長
男
）
金
木

☆
村
田
尚
子

（
敬
一
３
菰
）
金
木

☆
松
江
る
み
子

（
正
太
郎
長
女
）
金
木

☆
小
笠
腺
順
子

（
腱
刈
興
女
）
金
水

☆
田
中
杉

（
徳
雄
長
叫
）
金
水

☆
原
孝
子

（
城
八
郎
２
女
）
金
木

☆
木
下
山
行
子

（
卸
雄
握
女
）
金
木

☆
佐
藤
単
治

（
硲
治
長
女
）
金
木

☆
角
川
附
災

（
彩
三
３
女
）
金
木

☆
白
川
由
姥
子

（
実
２
女
）
金
木

☆
田
中
あ
け
み

（
清
美
長
欠
）
川
合

☆
中
谷
江
利
子

（
災
糾
雄
長
女
）
川
、

☆
白
川
坊
子

（
釉
古
２
女
）
川
灯

☆
岡
川
ゆ
か
り

（
軌
長
女
）
蒔
出

☆
映
鯉
久
善

（
繁
光
２
男
）
溌
瀬

☆
黒
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